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せんだい若者フォーラム 2025開催報告について 

 

１．実施概要 

次期「仙台市協働まちづくり推進プラン」の策定に向け、次の世代のまちづくりの担い手であ

る若者から意見を聞くワークショップを実施した。 

（１）日時：令和 7年 5月 24日（土） 13：30～16：30（受付開始 13：00） 

（２）場所：enspace 2Fイベントスペース（仙台市青葉区国分町 1-4-9） 

（３）当日参加者：20名（学生 13名、社会人 7名） 

（４）進行 

 ①開会・挨拶 

 ②イントロダクショントーク：仙台市の「協働によるまちづくり」について 

 ③グループワーク：仙台で若者がより参加しやすい”新しいまちづくり”を考えよう 

 ④全体共有・ファシリテーター総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．グループワークで挙げられた主な意見 

（１）まちづくりに参加したきっかけ 

  ・今住んでいるまちを「自分が住みたいまち」にしたい 

  ・人口減少などで活気が失われつつある地元を何とかしたい 

  ・高校時代に初めて参加し、その後興味を持つようになった 

  ・仙台市のイベントに参加したことをきっかけに、他の事業にも参加するようになった 

  ・他の人の活動を見て楽しそうだと思ったこと 

  ・友人・知り合いに誘われて 

 

（２）主な情報収集の方法 

  ・SNS(Instagram、X、Facebook) 

  ・知人・友人・家族等からの紹介 

   

（３）仙台市のまちづくりに関する課題 

  ・仙台市で様々な施策やイベントを行っているが、情報を入手しづらい・どこにあるか分か

りづらい。活動に興味があっても、どこから情報を得ればよいか分からない 

  ・市民センターに気軽に立ち寄りたいが敷居が高い感じがする 

  ・若者同士、若者と他世代など人と交流ができる場が少ない 

  ・仙台市内には色々な人がいるが、相互のつながりが薄い 

 ・若者が活躍、活動できる場が少ない 
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  ・夜遅くまで活動できる場所が少ない 

 

（４）若者をまちづくりに取り込むために何が必要か 

  ・人の繋がりを生み出すような機会 

  ・誰もが気軽に集まれる場所や仲間探しができる場所 

  ・活動にあたり、初心者だけで構成されているグループなどがあればより参加しやすい 

  ・転入手続きのタイミングで、その人にお勧めのコミュニティやイベントを紹介する 

  ・仙台に住んだ後、一度仙台を離れて再度戻ってきた人へのサポート 

  ・伝統行事などに学生のうちから参加する経験 

・SNSでの情報発信、共有 

 

（５）若者がまちづくりを行うにあたり必要と考えられる支援等 

  ・質の高いフィードバックをしてくれる人、場所 

  ・若者が「こういった場所がほしい」と思うことに対し、場所を貸す側が「こういった使い

方ができる」と示すことと、それらを仲介する存在があるとよい 

  ・人・イベントを可視化し、それぞれをつなげること 

  ・紙媒体を含む効果的な広報 

  ・誰もが気軽に立ち寄ることのできる場所があること 

 

３．次期「仙台市協働まちづくり推進プラン」において重視する観点について 

（１）多様な主体に向けた情報発信 

  仙台市で様々な施策を行っていることや、市内に公共の施設が存在することが一定程度認

識されている一方、「市の情報は入手しにくい」「若者でも利用できる施設であるといった情報

が十分に届いていない」といった意見が複数挙げられるなど、デジタルネイティブである若年

層であっても情報の入手に苦慮している状況が確認できた。従来の情報発信の方法に加えて、

SNS等を活用した若年層を意識した情報発信など、各事業において既存の参加者や利用者のみ

ならず、より多様な主体を意識した発信が求められる。 

 

（２）相互のつながりが生まれる機会の創出 

  若者をまちづくりに取り込むための要素として、人と交流できる場所や機会を求める声が

複数挙げられた。まちづくりに参加する若者を増やすにあたっては、事業において若者同士、

若者と他世代が交流できるような機会を意識的に作り出すことが求められる。 

 

（３）事業への参加ハードルを下げる取り組みの実施 

  まちづくりに参加したきっかけとして、一つの活動に参加した経験を挙げている参加者が

複数名いるなど、活動への一歩目を踏み出せればその後の活動につながりやすいことが確認

できた。また、他の参加者も「初心者」であることで参加ハードルが下がることにつながると

の意見も挙がっていた。若者を事業に取り込むために、まちづくりの経験がなくても参加でき

る事業であることを明示するなど、参加に対するハードルを下げる工夫を行うことが求めら

れる。 


